
第 1学 年 美術科指導案
日時 平 成 1 5年 1 0月 3日 (金) 5校 時

場所 花 巻市立矢沢中学校 美 術室

学級  1年 C組  (男 1 4名 ,女 1 5名 )

指導者 姉  帯  壮  裕
1主 題 視 覚遊戯  ～ だまされる眼～

2単 元について

(1 )生 徒観

中学校に入学 してか ら 1学 期は 「色彩」について学習 し,ポ スターカラーの基本的な使
い方や混色を行ってきた。 1学 期の授業時間は 9時 間だけだつたが, 1年 C組 は色彩の学

習か ら混色や絵の具の塗 り方,筆 の使い方等の地味な作業も飽きることなく最後までじっ

くり進めることができる。 しか し,着 色 した画用紙を使って自分でテーマを決め,自 由な

発想で自分の考えや思いを構成 してゆく段階にはいると,な かなか進めない子 どもが目立

つた。いつかどこかで見たことのある構成であった り,だ れかの構成 と酷似 してた り,「こ

こは,ど うすればいいんですか ?」 「どうすればいいか分か りません。」「先生,次 はどう
すればいいですか ?」 と自ら思考すべきプロセスを放棄 して指示を求めて子 どもも少なく

なかった。このことはこのクラスに限ったことではなく,1学 年全体にいえることである。
このよ うな状況を改善するためには,興 味関心を高め,子 どもの気持ちをぐいぐい引き
込むことのできる題材を選定 し,自 由に発想す ることの楽 しさやおもしろさを十分に味わ

う必要があると考える。

(2 )教 材観

鑑賞についてll t鑑賞領域の第 1学 年鑑賞学習の内容に基づき,作 品に対する先入観や回
定的な見方な どか ら自らを振 りほどき,心 を自由な状態にし,自 分なりの見方を持ち,表

現の心や意図 ,内容 ・技法などを想像 しなが ら鋭敏で柔軟な感性を働かせて作品に向か う
ことを重点に置いて,錯 視図形そのもののおもしろさ,人 間だけが感 じ,認 知できるすば
らしさを体験 し実感 させたい。また,錯 視図形の鑑賞をとお して,も のの表面的な部分だ
けの理解や判断だけでなく,も のには多面的な見方があることに気づき,多 面的に見るこ

とで,よ り探く作品を理解することができることを学ばせたい。
澄形活動については,絵 皿の持つ機能 とイメージを錯視図形の持つおもしろさと不思議
さを融合させる。何も共通点のない組み合わせ をあらゆる方向から思考 し,絵 皿 と錯視図
形を融合させる。このことにより,学 習指導要領 「A表 現」の基礎的能力に示 される 「も
のの見方 ・感 じ方 を深めること」「考えやイメージをまとめ組み立てること」などの表現
の基礎的能力を総合的に身に付けられるようにしたい。

〈3)指 導観 〈指導の構想)

題材の導入部分は錯視図形の鑑賞を中心に進める。現 1年 生の傾向として大半の生徒は
一 目見た ときの印象に縛 られやす く,そ のものの一面のみを捉えてすべてを知ったように
思いがちである。
この状況を改善するために,導 入の鑑賞部分については学習のね らいを 「錯視図形のお
もしろさ不思議 さを味わ うとともに多面的な見方があることに気づかせ る。」 とし,子 ど
もの先入観や固定的な見方に偏 りがちな傾向を振 りほどきたいと考えている。
造形活動 としてほ鑑賞 した錯視図形か ら反転図形やメタモルフォーゼ等の図形を利用 し
た絵皿の作成 とする。普段使つている素材の機能やイメージをあらゆる方向か ら考えこの
ふたつを融合 させたデザインを考えてゆく。このことから,全 く共通点がない と言えるふ
たつを多面的に捉えることから,創 造的構想力 ・構成力を育てたい。



3 題 材 の評価規準 | !十li!:

関心 ・意欲 ・態度 発想や構想 の能力 創造的な技能 鑑貫|の能力

錯視図形 に関心を持ち,

そ のおもしろさや不夕思

議 さに気づ き,そ の効

果を試 している。

多角的 , 多 面的 に

ものをよく見取 り

新 しい ものを考 え

出すことができる。

自分の考えやイ

メージを表す造

形感覚,美 的感

覚を倉J造的に生

かす基礎的技能

を身に付ける。

先入観や固定的な見

方を振 りほどき,表
、現 の 工夫 を感 じ取

り,見 方を広げるこ

とができる。

4暦 材 の指導 ・評価計画 (9時 間扱い)

時

間

ね らい

学習活動 (指導内容)

評 価 規 準

関心 ・意欲 ,態度 発想 ,構 想 倉」造的な技能 鑑賞の能力

■

（
本

時

）

錯視図形のおもしろさ,

不思議 さを楽 しむ。

錯視図形 をとお して多

面的 な ものの見方や考

え方 ,感 じ方があるこ

とに気づく

錯視 図形 のお も し

ろさ,不 思議 さを

楽 しむ こ とができ

る。

先 入観 や 固定

的 な見 方 だ け

で な く, 多 面

的 な 見方や 考

え方 が ある こ

とに気 づ くこ

とができた。

2 表現の導 入段階 として

反転図形や メタモル フ

ォー ゼ等を鑑賞 し, 自

分 の考 えやイメージを

まとめる。

反転図形や メタモ

ル フォーゼのお も

しろさ不思議 さを

楽 しむ ことができ

る。

反 転 図形 や メ

タモル フ ォー

ゼ のイ メー ジ

を思 い浮 かベ

る こ とが で き

る。

反 転 図形や メ

タモ ル フォー

ゼ の原 理 に気

づ く。

３

～

４

反転図形 , メ タモル フ

ォーゼの原理 を利用 し

絵皿 のデザイ ンに応用

する。

創意工夫 し, 作 品

のお もしろさや不

思議 さを表現 しよ

うと取 り組 んでい

る。

反 転 図形 ・メ

タモ ル フ ォー

ゼ の原 理 を応

用 し独 自の お

も しろ さ を追

求できる。

自 分 な り の

表 現 の 中 に

図 形 の お も

し ろ さ や 不

思 議 さ を 表

す こ と が で

きる。

５

～

８

よ りよい表現 のた めの

工夫 や新 たな課題 の発

見や 自分 の よ さや 学習

で得 た こ とな どを発見

し確認 できる。

最後 まで丁寧に仕

上げる。

構成上 のバ ラ

ンスや 中心 に

な る とこ ろ を

確認する。

ど こ を 削 る

の か は っ き

り さ せ 丁 寧

に削る。

9 お互 いの作 品 を批評 じ

合い ,お 互 いの よ さや

考え方 を理解 し合 う。

他の作品に錯視図

形のお もしろさや

不思議 さを発見す

ることができた。

作 品 が どん な

思 いや 考 えで

制 作 され た か

を理解 す る こ

とができる。

他 の作 品が ど

ん な効 果 をね

らっ て作 られ

てい るのか を

知 る こ とが で

きる。



5本 時の指導   i          ―

(1)授 業の構想    ‐

最 初 に見た ときの印象やイメ‐ジに縛 られることが多 く,そ のものの
一面だけを捉えて

しま う傾向にある。 しか し,ひ とつ の図で も風景でも,見 方 によって見 えて くるものが違

う。そ こでこの授業では,錯 視図形 の鑑賞を とお して,も のには
一面性だけでないことや

それに気づ く目や心を持つことの大切 さを学ばせたい。

(2)目  標
・錯視図形やだまし絵 ,か くし絵な どのお もしろさ,不 思議 さを楽 しむ。
・錯視図形等をとお して多面的なものの見方や考え方,感 じ方があることに気づ く

( 3 )本 時 の判断基準

観 点 A:十 分満足できる B :お おむね満足できる C :努 力 を要す る生徒ヘ

の 具 体的な手だて

美 術 への関

心 ・意欲 ・

態度

錯視図形等の構造や理論

に探 く関心を持ち,そ の

お もしろさや不思議さに

気づき楽 しむことができ

た。

錯視 図形 等 に関心 を持 ち ,

そ の お も しろ さや 不 思議 き

を気 づ き楽 しむ こ とがで き

た。

錯視 図形 のお も しろさや

不思議 さに気づ くことが

困難 な場合 は個人指導に

よ り映像や紙面上で錯視

図形の見方を理解する。

鎌賞の能力

先入観や固定的な見方 ・

考え方か ら脱却 し,多 面

的なものの見方や感 じ方

を深めることができた。

先八 観や 固定 的 な見方 ・考

え方 か ら脱 却 し, 多 面 的 な

もの の見 方 や 感 じ方 に気づ

くことができた。

一 目見た ときの印象に縛

られ が ちな生徒場合は ,

紙面のか くし絵等 を利用

し個別に指導する。

( 3 ) 展 開 (本時 )

過  程 学 習 活 動 評価基準 ・評価の方法 指導上の留意点

導  入 本時 の学習内容 を知 る。

視党 をテーマにして授業 を進
めることを知る。

「なん と読 めるか ?」 とい う

映像 にて本時の学習課題 を知

る。

本 時 のテ ーマ 内容 を担

握する。 (観察法)

子 ども
一人 一人 が

課題 を受 け止 め,

進 ん で 学習 活動 に

向か う意欲 や ク ラ

ス の雰 囲気 をつ く

る。

学習課題
「いろいろな方向か ら,見 た り ・考えた りし新 しい発見をしよう。」

8分

r映像資料 :MIkyWay】 本時 の学習課題 を把握

する。 (観察法)



2 5 分

室 とめ

1 5 分

次時の

予告

2分

錯視図形や

反転図形等を鑑賞

【映像資料 :シュレーダーの

階段等 4点 】

だま し絵やか くし絵

を鑑賞

見る とい う働きには,思 いが

けない一面があること,一 瞬
の うちに判断 して しまつた絵

に,別 の絵 を見ることは難 し

いことを知 る。

【映像資料 :レデ ィ と老婆等】

ムンクの 「叫び」を鑑賞

ムンクの 「叫び」を鑑賞しな
がら 「叫び」が訴えるものと

は何かを理解 させ る。

【映像資料 :ム ンクの叫び】

感想カー ドに記入す る。

シュア リング

2～ 3人 程度 の感想 を聞 く。

錯視 図形や反転 図形 ,

か く し絵 ,だ ま し絵 の

持つ 多面性 を理解 し,

そ のお も しろ さや 不思

議 さを気づ き くこ とが

できた。

(感想カー ドより評価)

作 品 の表現 か ら作者 の

心情や意 図 な どを想像

す る感性 を働 かせ るこ

とができる。

(感想カー ドより評価)

先入 観や 固定的 な見方
・考 え方 か ら脱却 し,

多 面的 な ものの見方 ・

感 じ方 に気 づ くこ とが

できた。

(感想カー ドより評価)

他 の人 の考 えや感 じ方
・気づきを理解す る。

(観祭法)

作 品 に二面性 や 多

面性 が あるのは錯

視や だ ま し絵 , か

く し絵 に限 つた こ

とで ない こ と知 ら

せ る。

素直 な気持 ちで作

品 と向 き合 う雰 囲

気をつ くる。

どんな作 品 に も作

者 の心情や 意 図 が

あ るこ とに気づ く

見 る 目や 心 を持 つ

こ とが大切 で あ る

ことを知 らせ る。

反転や 図 と地 の 関

係 を理解 させ る。

書 き出せ ない子

もには個別 指導

行 う。

次時へ の興味関心

期待感 を高めるた

めイ ンパク トのあ

るものにする。

ど

を

次時の予告 を見 る。


